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補
助
金
・
助
成
金
と
は
、
国
や
行

政
、
民
間
か
ら
一
定
の
条
件
を
満
た
し

た
企
業
に
対
し
て
給
付
さ
れ
る
金
銭
で

す
。
毎
年
募
集
す
る
も
の
や
期
間
限
定

の
も
の
な
ど
、
そ
の
種
類
は
数
百
に
の

ぼ
り
、
金
額
も
数
万
円
か
ら
１
０
０
０

万
円
を
超
え
る
も
の
ま
で
様
々
で
す
。

　

一
般
に
、
経
済
産
業
省
や
中
小
企
業

庁
が
実
施
す
る
も
の
を
「
補
助
金
」、

厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
も
の
を
「
助

成
金
」
と
呼
び
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

給
付
対
象
や
内
容
、
手
続
き
の
方
法
は

大
き
く
異
な
り
ま
す
（
図
表
１
）。

　

た
と
え
ば
、
中
小
企
業
庁
は
、
中
小

企
業
の
発
展
を
趣
旨
と
し
て
い
る
た

め
、
補
助
金
の
対
象
は
、
設
備
投
資
、

研
究
開
発
、
広
告
宣
伝
、
運
転
資
金
な

ど
事
業
活
動
全
般
と
幅
広
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
と
し
て
は
「
創
業
・
第
二

創
業
促
進
補
助
金
」「
も
の
づ
く
り
・

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
新
展
開
支
援
補
助

金
」「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
助
成
金
を
支
給
す
る
厚
生
労

働
省
は
、
職
業
の
安
定
、
人
材
育
成
を

趣
旨
と
し
て
い
る
た
め
、
助
成
金
の
内

容
も
、
雇
用
、
人
材
育
成
を
促
進
す
る

も
の
が
中
心
と
な
り
ま
す
。「
雇
用
調

整
助
成
金
」「
特
定
求
職
者
雇
用
開
発

助
成
金
」「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
」

な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で
す
。

　

補
助
金
と
助
成
金
の
最
も
大
き
な
違

い
は
、
助
成
金
が
要
件
を
満
た
し
た
事

業
者
に
対
し
て
原
則
給
付
さ
れ
る
の
に

対
し
、
補
助
金
は
あ
ら
か
じ
め
採
択
件

数
や
予
算
が
決
ま
っ
て
お
り
、
審
査
員

に
よ
る
採
択
の
可
否
に
つ
い
て
申
請
書

等
の
審
査
が
行
な
わ
れ
る
点
で
す
。

　

し
か
も
、
補
助
金
の
場
合
、
申
請
し

た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
希
望
額
が
支

給
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
審

査
を
通
過
し
た
の
ち
、
支
給
金
額
に
つ

い
て
再
審
査
が
行
な
わ
れ
、
よ
う
や
く
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正
式
な
給
付
と
な
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
毎
年
１
月
〜
３
月
に
募

集
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
一

般
に
、
助
成
金
に
比
べ
、
補
助
金
は
募

集
期
間
が
短
く
、
採
択
率
が
数
％
に
な

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
難
易
度
が
高
い
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
手
続
き
の
違
い
が
以
降
の

会
計
や
税
務
処
理
の
判
断
に
も
影
響
し

て
き
ま
す
の
で
、
補
助
金
・
助
成
金
を

受
け
取
る
際
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、「
給
付
金
」「
支
援
金
」
な
ど

異
な
る
名
称
で
あ
っ
て
も
、
実
質
的
に

補
助
金
・
助
成
金
と
同
等
の
性
格
を
も

つ
も
の
で
あ
れ
ば
、
同
じ
よ
う
に
経
理

処
理
す
る
も
の
と
し
て
、
本
稿
を
読
み

進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

補
助
金
・
助
成
金
は

ど
の
よ
う
に
仕
訳
す
る
の
か

　

補
助
金
・
助
成
金
に
は
、
経
費
を
補

て
ん
す
る
タ
イ
プ
と
、
固
定
資
産
の
購

入
な
ど
一
定
の
目
的
の
た
め
に
行
な
わ

れ
る
タ
イ
プ
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
経
費
に
な
る
も
の
と
し

て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
こ
れ

ら
は
通
常
の
経
理
処
理
と
な
り
ま
す
。

・
新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
係
る
研

　

究
開
発
費

・
人
件
費

・
教
育
訓
練
費

・
旅
費
交
通
費

・
設
備
投
資

・
専
門
家
に
対
す
る
謝
金

・
委
託
費

・
家
賃

・
広
告
宣
伝
費

・
修
繕
費

　

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
、
そ
れ
に

対
す
る
債
務
が
確
定
し
た
発
生
時
に
費

用
と
し
て
計
上
し
、
資
産
計
上
す
べ
き

設
備
投
資
な
ど
が
あ
れ
ば
、
減
価
償
却

費
と
し
て
経
費
処
理
を
行
な
い
ま
す
。

　

一
方
、
補
助
金
・
助
成
金
の
対
象
と

な
る
経
費
以
外
の
収
入
は
、
損
益
計
算

書
上
、「
売
上
高
以
外
の
収
益
」
と
し

て
計
上
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
業
に
関

す
る
収
入
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

　

そ
の
金
額
が
「
①
臨
時
」
か
つ
「
②

巨
額
」
な
も
の
で
あ
る
場
合
は
、「
特

別
利
益
の
補
助
金
収
入
」、
そ
う
で
な

い
場
合
に
は
「
営
業
外
収
益
の
雑
収

入
」
に
区
分
さ
れ
、
特
別
利
益
か
営
業

外
収
益
か
に
よ
っ
て
、
経
常
利
益
の
金

額
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

注
意
し
た
い
の
は
、
給
付
さ
れ
る
金

額
や
個
々
の
企
業
の
事
情
に
よ
っ
て
、

金
額
的
な
重
要
性
が
異
な
っ
て
く
る
点

で
す
。
補
助
金
・
助
成
金
は
、
も
と
も

と
臨
時
的
な
収
入
で
あ
る
た
め
、
①
の

要
件
に
つ
い
て
は
問
題
に
な
り
ま
せ
ん

が
、
②
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
目
安
が

な
く
、
個
別
に
検
討
が
必
要
で
す
。

間
違
い
や
す
い

収
益
計
上
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　

補
助
金
・
助
成
金
を
収
益
と
し
て
計

上
す
る
時
期
は
、「
給
付
が
決
定
し
た
」

タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。「
入
金
さ
れ
た
」

タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い
点
を
、
ま
ず
押

さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
先
の
「
補
助
金
・
助
成
金

の
違
い
」
で
取
り
上
げ
た
と
お
り
、
審

査
の
有
無
や
給
付
時
期
の
違
い
な
ど
が

あ
る
た
め
、「
給
付
が
決
定
し
た
」
と

考
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
補
助
金
・
助

成
金
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

〔
補
助
金
の
収
益
計
上
時
期
〕

　

通
常
、
補
助
金
の
応
募
か
ら
給
付
ま

で
は
、
図
表
２
の
よ
う
な
フ
ロ
ー
で
手

続
き
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
申
請
し
た
経

費
が
支
給
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
な
ど

審
査
を
要
す
る
た
め
、
収
益
と
し
て
計

上
す
る
の
は
、「
給
付
の
通
知
を
正
式

に
受
け
た
時
点
（
⑤
）」
と
な
り
ま
す
。

〔
助
成
金
の
収
益
計
上
時
期
〕

　

助
成
金
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ

ば
、
審
査
な
し
で
給
付
さ
れ
る
た
め
、

正
式
な
通
知
を
受
け
る
前
で
あ
っ
て

も
、「
助
成
金
の
対
象
と
な
る
経
費
を

支
出
し
た
時
期
」
に
給
付
が
決
定
し
た

と
考
え
ま
す
。

　
「
助
成
金
の
対
象
と
な
る
経
費
を
支

出
し
た
時
期
」
＝
「
助
成
金
の
給
付
の

通
知
を
正
式
に
受
け
た
年
度
」
で
あ
れ

ば
、
具
体
的
な
金
額
が
確
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
収
益
計
上
の
時
期
で
迷
う
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
、「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助

成
金
」
の
総
額
が
２
０
０
万
円
で
、
対

象
と
な
る
教
育
訓
練
経
費
の
支
出
が
２

０
０
万
円
だ
っ
た
と
し
ま
す
。
こ
の
教
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育
訓
練
経
費
を
支
出
し
た
時
期
と
、
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
を
受
給
し
た
年

度
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
そ
の
受
給
さ
れ

る
助
成
金
（
決
定
額
）
に
つ
い
て
、
図

表
３
①
の
よ
う
に
会
計
処
理
し
ま
す
。

　

一
方
、「
助
成
金
の
対
象
と
な
る
経

費
を
支
出
し
た
時
期
」

≠

「
助
成
金
を

受
給
の
通
知
を
正
式
に
受
け
た
年
度
」

の
場
合
、
ど
の
金
額
を
も
っ
て
収
益
に

計
上
す
る
か
が
問
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

助
成
金
の
対
象
と
な
る
経
費
を
支
出

し
た
次
の
年
度
以
降
に
助
成
金
の
給
付

通
知
を
正
式
に
受
け
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　

こ
の
場
合
、「
助
成
金
の
対
象
と
な

る
発
生
し
た
経
費
に
対
す
る
」
助
成
金

の
金
額
を
見
積
も
り
、
収
益
計
上
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

先
ほ
ど
と
同
様
、「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

助
成
金
」
の
総
額
は
２
０
０
万
円
で
、

当
年
度
の
教
育
訓
練
経
費
の
支
出
が
１

０
０
万
円
だ
っ
た
と
し
ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
、
図
表
３
②
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
年
度
単
位
で
収

益
と
経
費
を
対
応
さ
せ
て
利
益
を
計
算

す
る
と
い
う
税
法
上
の
趣
旨
に
基
づ
く

も
の
で
す
。

補
助
金
・
助
成
金
は

課
税
さ
れ
る
の
か

　

補
助
金
・
助
成
金
を
受
け
取
っ
た
場

合
、
経
理
上
は
雑
収
入
と
し
て
計
上
す

る
た
め
、
原
則
と
し
て
、
所
得
税
、
法

人
税
と
も
に
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
消
費
税
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
見
合
う
対
価
と
し
て
受
け
取
る
金

銭
に
対
し
て
課
さ
れ
る
税
金
で
す
。
補

助
金
・
助
成
金
は
、
国
や
行
政
に
対
し

て
申
請
者
が
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
な

う
も
の
で
は
な
い
た
め
、
課
税
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
補
助
金
の
場
合
、
対
象
と

な
る
経
費
の
一
定
割
合
部
分
に
対
し
て

支
給
さ
れ
る
た
め
、
法
人
税
の
課
税
が

生
じ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
3
分
の
2
の
補
助
率
の

補
助
金
が
２
０
０
万
円
（
３
０
０
万
円

×
３
分
の
２
）
給
付
さ
れ
た
と
し
ま

し
ょ
う
。
補
助
金
の
対
象
と
な
る
金

額
（
３
０
０
万
円
）
は
、
す
べ
て
設
備

投
資
以
外
の
損
金
と
な
る
経
費
の
支
払

い
だ
っ
た
場
合
、
補
助
金
に
よ
る
収
入

（
２
０
０
万
円
）
よ
り
経
費
（
３
０
０

万
円
）
の
ほ
う
が
上
回
る
た
め
、
実
質

的
に
課
税
が
生
じ
な
い
の
で
す
。

〔
課
税
を
一
時
回
避
す
る
圧
縮
記
帳
〕

　

補
助
金
を
利
用
し
て
設
備
投
資
を
行

な
う
場
合
、
支
出
金
額
＝
経
費
（
損

金
）
と
は
な
ら
な
い
た
め
、
税
務
上
は

資
産
計
上
し
、
経
費
に
で
き
る
の
は
、

減
価
償
却
費
の
金
額
で
す
。

　

し
か
し
通
常
、
補
助
金
事
業
は
回
収

に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
補
助
金
す
べ

て
を
設
備
投
資
に
使
っ
て
し
ま
え
ば
、

手
元
に
税
金
を
払
う
た
め
の
キ
ャ
ッ
シ

ュ
が
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
補
助
金
の
効
果
を
最
大
限

に
活
か
す
た
め
、
法
人
税
等
の
課
税
を

一
時
的
に
回
避
す
る
「
圧
縮
記
帳
」
と

い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

簡
単
に
い
え
ば
、
補
助
金
の
対
象
と

な
っ
た
金
額
相
当
分
を
損
失
と
し
て
計

上
し
、
そ
の
同
額
を
資
産
金
額
か
ら
減

額
す
る
経
理
処
理
の
こ
と
で
す
。

　

以
下
、
事
例
で
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
、
耐
用
年
数
5
年
の
３
０

０
万
円
の
機
械
を
、
期
首
に
補
助
金
２

０
０
万
円
を
利
用
し
て
購
入
し
た
と
し

ま
す
。

　

初
年
度
の
減
価
償
却
費
は
、
３
０
０

万
円
÷
５
（
定
額
法
5
年
）
＝
60
万
円

と
な
り
、
補
助
金
収
入
２
０
０
万
円
よ

り
少
な
い
金
額
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
場
合
、
差
額
の
１
４
０
万
円

に
つ
い
て
は
、
法
人
税
（
税
率
22
％
〜

35
％
＝
30
万
８
０
０
０
円
〜
49
万
円
）

が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
、
通
常
の
処
理
方
法
と
圧
縮

記
帳
の
場
合
に
分
け
て
比
較
す
る
と
、

図
表
４
(1)
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

通
常
の
処
理
で
は
、
補
助
金
額
２
０

０
万
円
が
そ
の
ま
ま
所
得
と
し
て
課
税

対
象
と
な
る
の
に
対
し
、
圧
縮
記
帳
の

場
合
に
は
、
補
助
金
額
＝
固
定
資
産
税

圧
縮
損
と
な
り
、
同
額
の
収
入
と
損
失

が
相
殺
さ
れ
る
た
め
、
補
助
金
額
２
０

０
万
円
が
課
税
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

圧
縮
記
帳
が
一
時
的
な
税
金
の
先
送

り
に
な
る
の
は
、
耐
用
年
数
経
過
時
ま

で
の
減
価
償
却
費
と
所
得
の
関
係
を
み

る
と
よ
く
わ
か
り
ま
す
（
図
表
４
(2)
）。

　

圧
縮
記
帳
を
行
な
え
ば
、
固
定
資
産

圧
縮
損
２
０
０
万
円
（
※
１
）
が
計
上

で
き
る
の
で
、
補
助
金
を
受
給
し
た
年

度
で
は
、
所
得
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
補
助
金
を
受
給
し
た
年
度
以
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さ
と
う　
し
ゅ
う
い
ち　
佐
藤
修
一
公
認
会
計
士
事
務
所
代
表
。
中
小
企
業
の
経
営
体
力
強
化
、
業
績
向
上
に
役
立
つ
会
計
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
。
２
０
１
３
年
９
月
、
九
州
経
済
産
業
局
よ
り
経
営
革
新
等
支
援
機
関
と
し
て
認
定
。http://satoscpa.com

降
の
減
価
償
却
費
が
２
０
０
万
円
（
※

２
）
少
な
く
な
り
、
圧
縮
記
帳
を
行
な

う
場
合
は
、
所
得
が
２
０
０
万
円
大
き

く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
5
年
間
ト
ー
タ
ル
で
考
え
れ
ば
、
い

ず
れ
の
方
法
に
よ
っ
て
も
所
得
の
金
額

は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
圧
縮
記
帳
は
、

補
助
金
を
受
給
し
た
年
度
の
税
負
担
を

軽
減
で
き
る
た
め
、
補
助
金
受
給
年
度

に
資
金
繰
り
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

い
う
わ
け
で
す
。

〔
圧
縮
記
帳
の
問
題
点
と
そ
の
対
策
〕

　

先
に
触
れ
た
圧
縮
記
帳
の
方
法
は

「
直
接
減
額
方
式
」
と
も
い
い
ま
す
が
、

税
負
担
を
軽
減
で
き
る
一
方
で
、
会
計

上
の
利
益
が
、
２
０
０
万
円
の
圧
縮
損

の
計
上
に
よ
り
減
少
す
る
と
い
う
問
題

点
が
あ
り
ま
す
。
圧
縮
損
の
金
額
が
大

き
く
な
る
ほ
ど
、
年
度
の
利
益
が
減
少

し
、
一
時
的
に
自
己
資
金
比
率
が
低
下

し
て
、
金
融
機
関
か
ら
の
与
信
評
価
上

の
評
価
が
下
が
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
の
で
す
。

　

こ
の
弊
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
実

は
圧
縮
記
帳
に
は
、「
剰
余
金
処
分
方

式
」
と
い
う
別
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
方
式
な
ら
ば
、
当
期
の
損
益
計
算

書
に
影
響
さ
せ
ず
に
、
税
負
担
を
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

先
と
同
様
の
事
例
を
「
剰
余
金
処
分

方
式
」
で
処
理
す
る
と
、
図
表
４
(3)
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
剰

余
金
処
分
方
式
を
採
用
す
れ
ば
、
圧
縮

記
帳
を
行
な
わ
な
い
場
合
と
同
様
の
損

益
計
算
上
の
利
益
が
計
上
で
き
ま
す
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

補
助
金
・
助
成
金
の
内
容
は
日
々

変
化
し
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
向
け

情
報
サ
イ
ト
「
ミ
ラ
サ
ポ
（https://

w
w
w
.m
irasapo.jp/subsidy/

）」
を

は
じ
め
、
中
小
企
業
庁
や
厚
生
労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
最
新
の
情
報

を
入
手
し
、
自
社
の
事
業
戦
略
に
あ
っ

た
活
用
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

●▲
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